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行
行

発
発

日

学
課隊

務
朝

総

1月
集

毎
編

H
ロ

キ
ヤ
ン
パ
ス
内
の
桜
が
朝
日
大
学
入
学
式
を
待
ち
わ
び
て
い
た
か
の
よ
う
に
開
花
し
た
４
月
６
日

（木
）
、
本
学
１０
周
年

記
念
館
大
ホ
ー
ル
に
て
２
０
０
６
年
度
朝
日
大
学
入
学
式
が
春
の
青
空
の
も
と
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
た
。
当
日
は
、
姉
妹
校

で
あ
る
明
海
大
学
高
倉
翔
学
長
、
ア
ラ
バ
マ
大
学
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
校
関
係
者
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
が
出
席
し
た
。

式
典
で
は
、
学
部
、
大
学
院
、

留
学
生
別
科
の
新
入
生
４
７
０

名
が
、
長
坂
信
夫
学
長
か
ら
「入

学
許
可
」
の
一塁
百
を
受
け
、
新

た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

長
坂
学
長
は
告
辞
で

「情
報

社
会
の
時
代
に
お
い
て
、
情
報

は
よ
く
吟
味
し
て
箪
？
」と
が

茎
圭
「人
と
の
コ
ヽヽュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
事
で
あ
る
が
、
そ

の
第

一
歩
は
挨
拶
名
自
分
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
自
分
の
特
技
を
つ

く
ろ

２ゝ

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、新たな気持ちを胸に入学の宣誓

「学
生
時
代
を
大
切
に
し
て
、

多
く
の
友
人
を

つ
く
り
、
無
駄

な
時
間
を
過
ご
さ
な
い
よ
う
心

が
け
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
と
な
れ
る
よ
う

に
願

い
ま

す
。」
と
結
ん
だ
。

こ
れ
に
対
し
、
学
部
入
学
生

代
表
、
大
学
院
入
学
生
代
表
、

留
学
生
別
科
入
学
生
代
表
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
、
「建
学
の
精
神
を
遵

守
し
、
学
業
成
就
に
向
け
て
努

力
し
ま
す
。」
と
新
た
な
気
持
ち

を
胸
に
宣
警
が
行
わ
れ
た
。

海
外
か
ら
の
来
賓
を
迎
え
国

際
色
豊
か
と
な

っ
た
式
典
で
は

本
学
吹
奏
楽
部
の
生
演
奏
と
軽

音
楽
部
の
合
唱
が
厳
か
な
式
に

彩
を
添
え
て
い
た
。

未
来
の
歯
科
衛
生
士
入
学

入
生
は
５９
名
。
式
で
は
藤
田
厚

．

校
長
の
訓
辞
の
後
、
新
入
生
代

表
者
が

「将
来
立
派
な
歯
科
衛

生
士
と
な
る
よ
う

一
生
縣
費
爺
勉

学
に
励
み
ま
す
。」
と
宣
誓
し
た
ｏ

新
入
生
は
、
こ
れ
か
ら
２
年

間
、
歯
科
衛
生
士
に
な
る
た
め

に
必
要
な
専
門
知
識
や
教
養
を

幅
広
く
学
び
、
国
家
試
験
の
合

格
を
目
指
す
こ
と

と
な
る
。

２
年
生
の
先
輩

か
ら
花
束
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
新

入
生
は
、
新
た
な

学
生
生
活
の
ス
タ

ー
ト
を
切

っ
た
。

な
お
、
「
２
０
０

５
年
度
歯
科
衛
生

士
国
家
試
験
」
に

は
、

５７
名
が
受
験

し
、
全
員
が
合
格

し
た
。

将来の歯科衛生±59名が入学
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最
悪

の
結
果

だ
け
は
か
ろ
う

じ
て
免
れ
た
。

桜

で
あ

る
。
大

学

に
と

っ
て
最

も
悪

い
ケ
ー
ス

は
、
卒
業
式
に
間
に
合
わ
ず
、

入
学
式
を
待
た
ず
散

っ
て
し

ま
う
場
合
で
あ
る
。
今
年
の

桜
は
卒
業
式
に
は
咲
く
そ
ぶ

り
も
見
せ
な
か

っ
た
が
、
４

月
６
日
の
入
学
式
に
は
鮮
や

か
で
可
憐
な
そ
の
姿
を
見
せ

て
く
れ
た
。
そ
の
桜
が
散
り

始
め
た
頃
、
今
度
は
中
国
大

陸
か
ら
招
か
ぎ
る
風
花
が
や

っ
て
き
た
。
黄
砂
で
あ
る
。

街
中
を
黄
土
色
の
カ
ー
テ
ン

で
覆
い
、
人
も
車
も
真

っ
白

に
し
て
し
ま

っ
た
。

世
間
で
は
、
歓
送
迎
会
も

花
盛
り
で
あ
る
。
散
り
ゆ
く

引
退
組
、
花
を
咲
か
そ
う
と

一
生
懸
命

で
初
々
し
い
吉

組
。
新
し
い
職
場
で
咲
＞こう

と
盪
一一〕
つ
転
勤
組
。
そ
れ
ぞ
れ

が
感
慨
を
持

っ
て
乾
杯

の

グ
ラ
ス
を
国
に
運
ん
だ
こ

と
で
あ
ろ
う
。
ど
ん
な
将
来

が
自
分
を
待
ち
受
け
て
い

る
の
か
誰
も
知
ら
な
い
。
未

来
は
自
分
を
果
た
し
て
歓

迎
し
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。誰
も
わ
か
ら
な
い
。
天

は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
。

はなみずき
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日
下

昇
理
事
逝
去

特
別
奨
学
生
認
定
証
交
付
式

が
、

４
月
８
日

（土
）
本
学
６

号
館
大
講
義
室
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
。

特
別
奨
学
生
制
度
は
本
学
独

学
校
法
人
朝
日
大
学
理
事
日

下
昇
先
生
が
４
月
８
日
、
東
京

都
内

の
病
院
で
死
去
。
明
治
４５

年
４
月
８
日
生
な
の
で
、
奇
し

く
も
９５
回
目
の
誕
生
日
が
命
日

と
な

っ
た
。

自
の
修
学
墓
残
の
１
つ
で
、
入

学
試
験
に
お
い
て
特
に
優
れ
た

成
績
を
修
め
た
者
及
び
ス
ポ
ー

ツ
で
顕
著
な
実
績
を
有
す
る
者

を
特
別
奨
学
生
と
し
て
受
け
入特別奨学生467名が認定証を受ける

―

ロ ロ
回

聞

東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
を

昭
和
二
年
に
卒
業
。
同
年
４
月
、

第

一
銀
行
に
入
社
。
同
４．
年
２

月
同
行
常
務
取
締
役
に
就
任
し

た
。
常
一務
時
代
に
銀
行
間
の
合

併
問
題
に
奔
走
し
た
。

昭
祁
４６
年
宮
田
慶
三
郎
前
理

事
長
、
宮
田
侑
理
事
長
の
企
図

し
た
岐
車
歯
科
大
学
創
設
事
業

に
参
加
、
初
代
理
事
、
評
議
員

に
名
を
連
ね
た
。
そ
の
後
、
昭

れ
て
い
る
。
同
制
度
は
、
学
業
・

ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
と
経
済
的
な

一義

を

行

？

」と
に
よ
り
、
建

学
の
精
神
に
基
づ
く

「有
為
な

人
材
の
育
成
」
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

特
別
奨
学
生
の
種
類
は
、
第

Ｉ
種
か
ら
第
Ｖ
種
が
あ
り
、
第

Ｉ
・Ⅱ
種
は
学
業
成
績
、
第
Ⅲ
・

Ⅳ

・
Ｖ
種
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

実
績
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
今

年
度
は
総
勢
４
６
７
名
が
特
別

奨
学
生
と
し
て
認
定
さ
れ

（第

Ｉ
種
５。
名
、
第
Ⅱ
種
１
８
３
名
、

第
Ⅲ
種
８２
名
、
第
Ⅳ
種
１
１
０

名
、
第
Ｖ
種
４２
名
）
各
種
別
の

代
表
者
が
長
坂
学
長
か
ら

「認

定
証
」
を
受
け
取

っ
た
。

今
後
、
特
別
奨
学
生
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
他
の
模
範
と

な
る
学
生
、
各
分
野
で
活
躍
で

き
る
人
材
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

和
５２
年
、
姉
妹
校
城
西
歯
科
大

学
の
理
事
に
就
任
。
昭
和
５４
年

二
月
、
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
デ

ン
タ
ル
の
初
代
代
表
取
締
役
に

就
任
し
た
。
ご
高
齢
の
た
め
か

３
年
ほ

８
日
朝
つ
い
に
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。

先
生
の
永

い
間
の
ご
功
績
に

衷
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に

ご
冥
福
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。

ハ卿　　螢子。

毎
年
恒
例
の
新
入
生
学
外
研

修
が
、
法
学
部

・
経
営
学
部
は

４
月
１。
日
、
歯
学
部
は
４
月
２。
．

２．
日
の
日
程
で
各
学
部
ご
と
に

行
わ
れ
た
。

法
学
部
は
、
岐
阜
市
内

の
ホ

テ
ル
で
赤
石
健
司
副
学
長
と
秋

裸
書
二
Ｌ
暑
公
万護
士
会
副
会

長
か
ら
の

「法
学
部
新
入
生
に

向
け
て
」
と
題
し
た
講
演
を
聴

講
の
後
、
社
会
人
と
し
て
の
心

得
で
あ
る
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
」

の
講
習
を
緊
張
し
た
様
子
で
受

け
て
い
た
。

経
営
学
部
は
、
野
外
民
族
博

物
館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

（愛
知

県
大
山
市
）
に
て
教
員
と
共
に

異
文
化
然
験
を
行
い
交
流
を
深

め
た
。

歯
学
部
で
は
、
鈴
鹿
サ
ー
キ

ッ
ト

（二
重
県
鈴
鹿
市
）
に
お

い
て
１
泊
２
日
の
研
修
を
行
い

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

グ
ル
ー
プ
研
修
、
鈴
鹿
サ
ー
キ

ッ
ト
で
の
自
由
時
間
を
過
ご

新
し
い
仲
間
、
教
員
と
と
も
に

６
年
間
の
キ
ャ
ン
パ
る
フ
イ
フ

の
ス
タ
ー
ト
を
き

っ
た
。

い

学脅8入学を目指して

緊張した様子で「テーブルマナー」を学んだ

にこやかな表情で記念写真におさまつた

留
学
生
別
科
新
入
生
を
歓
迎

す
る
会
が
本
学
６
号
館
食
堂
で

開
催
さ
れ
、
吉
田
良
生
留
学
生

別
科
長
を
は
じ
め
、
別
科
担
当

教
員
、
学
部
教
員
、
事
務
職
員

が
集
ま
り
彼
ら
の
入
学
を
祝

っ

た
。４

月
入
学
生
４８
名
は
学
部
や

大
学
院

へ
の
進
学
を
目
指
し
、

日
本
語
を
中
心
に
本
学
留
学
生

別
科
で
１
年
間
学
習
を
す
る
こ

と
と
な
る
。

歓
迎
会
で
は

「日
本
語
の
勉

強
ガ
ン
バ
リ
ま
す
。」
と
に
こ
や

か
な
表
情
で
大
き
な
声
の
返
事

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
レ」え
、

彼
ら
の
意
気
込
み
か
ら
は
１
年

後
の
日
本
語
の
上
達
ぶ
り
が
想

像
で
き
と
て
も
楽
し
み
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朝
日
大
学
産
業
情
報
研
究
所

主
催
の
「第
６
回
経
営
学
講
座
」

が
本
学
名
古
屋
サ
テ
ラ
イ
ト
の

朝
日
丸
の
内
ビ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
講
座
は
３
回
に
分
け
ら
れ

「品
質
管
理
≒
ト
ヨ
タ
生
産
方

式
」
「多
変
量
解
析
」
を
テ
ー
マ

に
そ
れ
ぞ
れ
開
講
さ
れ
、
本
学

経
営
学
部

の
図
澤
英
雄
教
授

（経
営
学
科
長
）
が
講
師
と
な

り
、
企
業
か
ら
の
参
加
者

へ
実

践
的
な
指
導
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
同
研
究
所
主
催
の
「第

６
回
Ｑ
Ｆ
Ｄ
フ
オ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
、
Ｑ
Ｆ
Ｄ

行
叩
質
機

能
展
開
）
を
開
発
し
た
元
本
学

教
授
の
赤
尾
洋
二
氏

（現
山
形

大
学
客
員
教
授
）
に
よ
る
基
調

講
演
に
続
き
、
「〓
かｏ８
る
´

Ｏ
監
μ
ｏ
①

＜
″
〓

の

ア

ド

イ

ン

Ｑ
Ｆ
Ｄ
ツ
ー
ル
の
開
発
」
と
題

し
て
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｆ

（マ
【〓
】ｏ
∽
ｏ
´

『
Ｈａ
ｏ
９

ｃ
∽
ｏ
あ

均
ｏ
【Ｆ
Ｂ
）

事
務
局
の
傑

（い
ち
の
き
）
恵

子
氏
に
よ
る
特
別
講
演
が
あ

っ

た
。
そ
の
後
、
日
立
オ
ム
ロ
ン

タ
ー
ミ
ナ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
い
の
北
野
和
彦
氏
、
愛
知
き

わ
み
看
護
短
大
の
小
洋
雪
絵
助

教
授
、
本
学
経
営
学
部
の
稲
吉

啓
講
師
に
よ
る
事
例
発
表
が
行

わ
れ
た
ｃ
Ｑ
Ｆ
Ｄ
研
究
者
や
日

頃
か
ら
Ｑ
Ｆ
Ｄ
を
利
用
し
て
製

標氏による「QFDフ ォーラム」の特別講演

会場では活発な質疑応答がなされた

~ 
経営 究科

到 究発表会を開催

を
授
与
さ
れ
た
院
生
で
、

４７
名

（院
生
２４
名
、
教
職
員
１４
名
、

ＯＢ
９
名
）
の
参
加
者
を
前
に
修

士
論
文
の
内
容
を
中
心
に
発
表

今
年
度
も
昨
年
度
に
続
き
、

朝
日
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究

科
で
は
、
地
域
貢
献
の

一
環
と

し
て
授
業

『経
営
・情
報
総
合
準

が

一
般
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
。
公
開
さ
れ
る
授
業
は

博
士
前
期
課
程
の
必
修
科
目
で
、

経
営
学
研
究
科
の
教
員
が
交
代

で
講
義
を
行
い
、
全
１５
口
で
研

究
科
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
科
目
で
あ
る
。

昨
年
度
は
募
集
一香
貝
２。
名
を

越
え
る
受
講
者
が
集
ま

っ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
度
は
募
集
一吝
貝

を
３。
名
に
設
定
、
授
業
は
４
月

か
ら
７
月
中
旬
ま
で
の
土
曜
日

を
利
用
し
て
開
講
さ
れ
、
本
学

研
究
科
の
院
生
と

一
般
の
社
会

一

人
が
机
を
並
べ
授
業
を
受
講
す

る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　

‐
イ

オ

が
行
わ
れ
た
。
発
表
会
で
の
質

疑
応
答
に
加
え
、
閉
会
後
の
昼

食
会
を
兼
ね
た
反
省
会
の
席
で

も
活
発
な
議
論
が
続
け
ら
れ
実

り
多

い
発
表
会
と
な

っ
た
。

ま
た
、
本
学
６
号
館
講
義
室

で
は

「朝
日
大
学
経
営
学
会
研

究
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
研
究

会
で
は
、
本
学
経
営
学
部
ビ
ジ

ネ
ス
企
画
学
科
の
村
橋
剛
史
講

公開授業が行われる穂積キャンパス

師
に
よ
る
璃
中
小
企
業
の
会
計

に
関
す
る
指
針
喋
に
よ
る
中
小

企
業
の
会
計
の
整
備
」
、
経
営
学

部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所
所

員
で
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
の
中

畑
千
弘
助
教
授
に
よ
る

「個
店

指
導
事
例
に
見
る
商
店
街
活
性

化
と
地
域
振
興
」
そ
の
後
、
レ

ク
チ
ャ
ー
企
画
と
し
て
森
尾
博

昭
東
京
大
学
文
学
部
講
師
に
よ

る

「社
会
科
学
に
お
け
る
重
回

帰
分
析
利
用
の
実
際
と
応
用
」

と
題
し
た
発
表
が
あ

っ
た
ｏ

レ
ク
チ
ャ
ー
企
画
は
今
回
が

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
参
加

者
に
と

っ
て
は
日
頃
活
用
し
て

い
る

「重
回
帰
分
析
」
に
つ
い

て
、
専
門
家
か
ら
の
貴
重
な
話

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
場

（研

究
会
）
と
な

っ
た
。
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瑞
穂
市
内
の
朝
日
大
学
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
場
で
、
「第
５
回
朝
日

大
学
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
Ａ
Ｕ
杯
」

が
開
か
れ
、

６３
名
の
高
校
生
フ

ェ
ン
サ
ー
が
集
い
、
予
選
リ
ー

グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

Ａ
Ｕ
杯
は
国
際
大
会
で
活
躍

す
る
部
員

・
指
導
者
が
在
籍
す

る
体
育
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が

中
心
と
な
り
、
競
技
力
の
向
上

高
校
と
大
学
と
の
交
流
、
地
域

に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
フ

エ
ン
シ
ン
グ
場
が
完
成
し
た
２

０
０
２
年
か
ら
体
育
会
主
催
行

事
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

試
〈口結
尋

【男
子
】

優
　
勝
　
那
波
克
樹

（羽
島
北
）

準
優
勝
　
小
寺
達
也
（大
垣
南
）

第
３
位
　
小
林
和
将
（大
垣
南
）

横
曲
貴
昭
（羽
島
北
）

【女
子
】

優
　
勝
　
大
平
友
美

（Ｌ
碁

務
野
）

準
優
勝
　
横
山
千
絵

（懐
唇

務
野
）

第
３
位
　
木
村
由
佳

（岐
阜
各
務
野
）

河
崎
有
里
（羽
島
北
）「第

４
回
朝
日
大
学
剣
道
錬

成
仝
と

が
県
内
外
の
高
校
強
豪

校
が
顔
を
そ
ろ
え
、
大
垣
市
武

道
館
と
本
学
剣
道
場
で
開
催
さ

れ
た
。

錬
成
会
は
高
校
生
の
技
術
向

上
を
狙
い
に
２
０
０
３
年
度
か

ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
約
４

０
０
名
２
島
校
剣
士

（県
内
１０

校
、
県
外
８
枝
）
ら
が
参
加
し
、

基
本
錬
成
、
試
合
錬
成
、
稽
古

会
で

「心
技
体
」
を
磨
き
合

っ

た
ｏ本

学
体
育
会
剣
道
部
の
神
山

勝
郎
監
督
は

「県
内
校
が
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
高
校
と
試
合

を
す
る
こ
と
で
、
技
術
を
高
め

る
き

っ
か
け
と
な
り
、
実
り
多

い
会
と
な

っ
た
。」
と
錬
成
会
を

振
り
返

っ
て
い
た
。

―瞬を制す者が勝者となる

錬成会で「心技体」を磨く高校剣士

本
学
外
育
会
ホ
ッ
ケ
ー
部
待

望
の
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場

（日

本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
公
認
）
が
完

成
し
、
県
内
外
の
教
育
関
係
者

や
ホ
ッ
ケ
ー
関
係
者
ら
約
１
３

０
名
を
迎
え
、
完
成
披
露
式
典

が
開
催
さ
れ
、
全
日
本
男
子
、

岐
阜
総
合
学
園
高
校
、
可
児
工

業
高
校
を
招
い
た
交
流
試
合
が

行
わ
れ
た
。

式
典
で
は
、
本
学
体
育
会
会

長
の
大
友
克
之
ホ
ッ
ケ
ー
部
部

長
が

「
２
０
１
２
年
岐
阜
国
体

の
拠
点
と
と
も
に
長
屋
ジ
ャ
パ

ン
応
援
の
た
め
、
こ
の
グ
ラ
ン

ド
か
ら
全
日
本
選
手
を
輩
出
し

た
い
」
と
挨
拶
し
、
ホ
ッ
ケ
ー

場
完
成
を
機
に
さ
ら
な
る
飛
躍

を
誓

っ
た
。
今
後
、
ホ
ッ
ケ
ー

部
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
ｏ

本
学
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
は
、
「東
海
学
生
７

人
制
大
ハ
至

（愛
知
県
日
進
市
、

名
城
大
学
グ
ラ
ン
ド
）
の
決
勝

戦
に
お
い
て
名
城
大
学
を
２．

中

・４
で
破
り
東
海
大
会
で
の

「初

優
勝
」
を
勝
ち
取

っ
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
正
月
の
「第

５６
回
全
国
地
区
対
抗
大
学
ラ
グ

ビ
ー
フ
ツ
ト
ボ
ー
ル
大
〈
置

で

の
全
国
制
覇
に
続
き
本
年
２
つ

め
の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
た
。

い
よ
い
よ
２
０
０
６
年
ラ
グ

ビ
ー
部
の
快
進
撃
が
は
じ
ま

っ

た
。

議 蔀 踏 調巨韓
完成したフィ
ール ドで全日
本男子チーム
と対戦
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本
学
恒
例
行
事
と
な

っ
た

「リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
が

羽
島
市
か
ん
ぽ
の
宿
で
１
泊
２

日
に
わ
た
り
学
生
教
職
員
約
１

２
０
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
た
。

リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
は
、

筵

屎

（髪

会
、

同
好
会
、

学
友
会
中
央
協
議
会
）
の
学
生

代
表
者
を
集
め
、
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
と
共
に
参
加
者
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り

ク
ラ
ブ

・
同
好
会
活
動
の
活
性

化
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
。

両
日
共
に
分
刻
み
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
他
己

紹
介
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、
フ
リ

ー
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
等
の
セ

ツ
シ
ョ
ン
を
次
々
と
こ
な
し
た

参
加
者
た
ち
は
将
来
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
素
養
を
身
に
付
け

た
様
子
で
あ

っ
た
。

今
後
の
彼
ら
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

教員が他己紹介の見本を披露

◆ 2005年度 学友会長賞・奨励賞 後学期受賞者 ◆

本
学
経
営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
企

画
学
科
の
大
杉
尚
美

（３
年
）

が
、
企
業
で
必
要
と
さ
れ
る
統

計
や
財
務
諸
表
の
分
析
、
顧
客

へ
の
ク
レ
ー
ム
対
応
法
な
ど
実

践
的
な
能
力
が
試
さ
れ
る

「ビ

ジ
ネ
ス
能
力
検
とと

の
１
級
試

験
に
み
ご
と
合
格
し
た
。

同
検
定
試
験

の
難
易
度
は

「企
業
の
管
理
職
レ
ベ
ル
」
と

の
こ
と
で
、
全
国
で
計
３
万
４

千
人
が
受
験
し
、
１
級
の
合
格

者
は
９３
人
、
現
役
大
学
生
の
合

格
は
た
だ
１
人
と
の
こ
と
。

本
学
で
は
、
２
年
前
に
同
学

科
の
学
生
が
大
学
生
と
し
て
初

め
て
１
級
に
合
格
し
て
お
り
、

先
輩
に
続
く
こ
と
を
目
標
に
受

験
に
取
り
組
ん
だ
と
の
こ
と
。

さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
ｏ

「リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」

が
開
催
さ
れ
る

算

千

下ユ

級
I

学 友 会 長 賞 (学年は受賞時の学年)

団 体 体育会ラグビーフットボール部、体育会父l道部、体育会フェンシング部

個 人

体育会自転車競技部 後藤彰仁 (経営 2年 )、 柴田一樹 (経営 二年)、 鷺原大直 (情報管理 1年 )、

高木健也 (ビジネス企画1年 )、 中島和夫 (経営2年 )、 菊池誠晃 (情報管理1年 )、

和田昌也 (経営 二年)、 山田住典ぐ騰報管理 1年 )、 若槻彰隆(情報管理 2年)

体 育 会 本目 撲 菩呂 池原大地(経営4年 )、 惣崎功太(経営3年 )、 白塚元久(法 3年 )、 海内信宏(経営4年 )

体育会フェンシング部 浅野慎允 (経営 3年 )、 伊藤祐樹 O情報管理 2年 )、 安部芳隆(経営 1年 )、

平田絵理 (法 4年 )、 中山セイラ(情報管理 4年 )、 青柳裕子 (経菖 1年 )、

後藤裕希 (情報管理 4年 )、 伊東大輝 (法 1年 )

学 友 会 長 奨 励― 賞 (学年は受賞時の学年)

団 体 体育会ホッケー部、社会歯科医療研究会

個 人

体育会自転車競技部 牧田洋和 (情報管理 3年 )、 横田政直 (経営 1年 )、 村松俊弥 (経営 1年 )

体 育 会 相 撲 部 沖 本充 (法 1年 )

体育会フェンシング部 丹羽将之 (情報管理 2年 )、 中山成代 (経営 4年 )、 松本亜紗里 (法 3年 )
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ド
憬
早
駅
に
隣
接
し
て
い
る

朝
日
大
学
歯
学
部
附
属
村
上
記

念
病
院
で
は
、
「岐
南
地
方
に
お

い
て
震
度
５
の
大
地
震
が
発
生

し
た
。」
と
想
定
し
、
被
災
患
者

の
負
傷
の
程
度
に
よ
り
怪
我
人

の
治
療
の
優
先
順
位
を
決
定
す

る

「ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
」
を
初

め
て
実
施
し
た
。

こ
の
訓
練
に
は
、
医
師
、
看

護
師
、
医
療
技
術
職
員
、
事
務

職
員
、
模
擬
患
者
役
の
歯
学
部

附
属
病
院
臨
床
研
修
歯
科
医
師

及
び
本
学
学
生
を
含
め
１
２
０

名
が
参
加
し
訓
練
が
行
わ
れ
た
ハ

地
震
発
生
と
同
時
に
災
客
対

策
本
部
が
外
来
ホ
ー
ル
ー
階
地

域
医
療
連
携
室
前
に
設
置
さ
れ
、

医
師
、
看
護
師
ら
が
同
本
部
に

駆
け
つ
け
、
「
メ
ー
ク
を
し
た
模

擬
患
者
」
が
次
々
と
搬
送
も
し

く
は
歩
い
て
来
院
、
本
院
ス
タ

ッ
フ
が
負
傷
者
を

「第

一
次
ト

リ
ア
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
」
に
連
れ

て
行
き
、
医
師
の
診
祭
に
よ
る

ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
り
、
黒
、
赤
、

黄
、
緑
と
負
傷
の
重
症
度
に
色

分
け
さ
れ
た

「ト
リ
ア
ー
ジ
タ

グ
」
を
腕
に
装
着
後
、
色
別
に

設
け
ら
れ
た
治
療
場
所
で
、
応

急
治
療
措
置
を
施
す
訓
練
が
行

わ
れ
た
。

「模
擬
被
災
患
者
役
」
の
研
修

歯
登
医
や
学
生
は
、

リ
ア
ル
か

つ
迫
真

の
演
技
で
、
ま
た
、
ト

リ
ア
ー
ジ
す
る
側
の
本
院
医
師

も
通
切
に
、

負
傷
の
程
度
に
よ

り
軽
症

・
中
症

・
重
症
の
程
度

を
判
断
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「第
二

ト
リ
ア
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
」
に
搬

送
し
重
症
患
者
等
に
つ
い
て
は

Ｈ
Ｃ
Ｕ
及
び
手
術
室
に
搬
送
し

治
療
が
実
施
さ
れ
る
災
害
時

の

ト
リ
ア
ー
ジ
の
動
作
等
を
確
認

し
た
。

今
回
の
「ト
リ
ア
ー
ジ
訓
座

は
、
予
測
さ
れ
る
東
海
大
地
震

の
発
生
並
び
に
列
車
事
故
が
起

き
た
場
合
等
を
想
定
し
、
万
が

一
の
大
規
模
災
害
に
対
し
迅
速

か
つ
適
切
な
治
療
簿
制
の
立
ち

上
げ
と
地
域
社
会
の
安
全
を
守

る
病
院
と
し
て
の
機
能
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
防
災
対

策
委
員
会
の
企
画
の
も
と
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

訓
練
に
あ
た
り
協
力
い
た
だ

い
た
Ｌ
早
中
消
防
署
長
か
ら
は

「朝
日
大
学
附
属
村
上
記
念
病

院
の
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
が
他
の

医
療
機
関
の
訓
練
と
比
較
し
て

真
剣
か
つ
一
番
で
あ
る
。」
と
の

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
学
６
号
館
講

義
室
に
お

い
て
、

瑞
穂
市
と
そ
の
周

辺
地
域
に
あ
る
大

垣
共
立
銀
行
の
４

支
店
が
主
催
す
る

「第
１０
回
フ
ロ
ン

テ

ィ

ア

セ

ミ

ナ

ー
」
が
本
学
協
賛

の
も
と
開
催
さ
れ

岐
阜
市
や
瑞
穂
市

本
巣
市
な
ど
の
住

民
ら
約
１
０
０
名

オ

げ   を

模擬被災患者役のリアルかつ迫真の演技

岩崎教授の時代に即したビジネスモデルの講演

く朝日大学の強化指定クラブ〉

岐阜国体強化指定チームが決定!!

印

穏
裡
郷麒
誓
締
綿
が

が
本
学
経
営
学
部
岩
崎
大
介
教

授

（ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
長
）

の
講
演

「少
壬
働
齢
化
の
ビ
ジ

ネ
ス
戦
略
　
～
崚
早
で
の
生
き

残
り
の
た
め
に
～
」
を
聞
い
た
ｏ

本
セ
ミ
ナ
ー
は
大
垣
共
立
銀

行
が
地
域
活
性
化
事
業
の

一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

本
学
で
は
、
同
セ
ミ
ナ
ー
に
対

し
、
大
学
の
知
的
財
産
を
地
域

社
会
に
遠
元
で
き
れ
ば
と
、
第

１
回
の
開
催
か
ら
協
賛
し
て
い

る
。

こ
の
た
び
、
峡
早
県

体
育
協
会
か
ら
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
本
学
体

育
会
６
つ
の
ク
ラ
ブ
と

本
年
度
新
た
に
朝
日
大

学
Ｔ
Ｃ

（テ
ニ
ス
Ｚ
フ

ブ
）
が

「
２
０
０
６
年

度
強
化
指
定
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

こ
の
強
化
指
定
は
、

県
体
育
協
会
が
行
う

「国
体
特
別
支
援
事

業
」
の

一
環
で
、
平
成

２４
年

（２
０
１
２
年
）

に
崚
早
県
開
催
が
内
定

し
て
い
る
国
民
体
育
大

「強化指定証」を原 正之岐阜県副知事から受ける

会
に
向
け
た
選
手
強
化
を
目
指

す
と
と
も
に
、
日
本
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
競
技
会
や
日
本
代
表

と
し
て
世
界
で
戦
う
選
手
を
輩

出
す
る
た
め
、
指
定
選
手

・
チ

ー
ム

・
ク
ラ
ブ
が
競
技
に
専
念

で
き
る
環
境
整
備
と
強
化
を
は

か
り
、
全
国
及
び
世
界
で
活
躍

で
き
る
選
手
の
育
成
を
日
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

本
学
か
ら
選
ば
れ
た
７
つ
の

団
体
は
、
岐
阜
県
庁
内
大
会
議

室
に
お
い
て
行
わ
れ
た
認
定
式

で
「競
技
力
向
上
強
化
指
定
誕

の
交
付
を
受
け
た
。

今
後
、
２
０
１
２
年
の
国
体

に
向
け
各
ク
ラ
ブ
の
益
々
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

強化指定クラブ名 対  雰t

ホ ッ ケ ー 部 成年男子

パレーボール部 成年男子

自転車競技部(チーム八イテクニカレーシング) 成年男子

相  撲  部 成年男子

卓  球  部 成年女子

フェンシング部 成年男子、成年女子

朝日大学TC(テニスクラブ) 成年男子、成年女子


